
　　　
　　　　　　民生費

　　　　　　173,798 円

　　　
　　　　　　総務費

　　　　　　82,572 円
　　　衛生費

　　　　　　59,748 円

　　　
　　　　　　公債費

　　　　　　59,467 円

　　　
　　　　　　教育費

　　　　　　      40,481 円

　　　
　　　　　農林水産業費

　　　　　　37,854 円

　　　
　　　　　　土木費

　
　　　　　　28,808 円

　　　
　　　　　　消防費

　　　　　　22,266 円

　　　
　　　　　　災害復旧費

　　　　　　      10,186 円

　　　
　　　　　　商工費

　　　　　　     9,444 円

　　　
　　　　　　議会費

　　　　　　    5,898 円
　 　　 　　　労働費

　　　　　　      1,870 円
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平成 24年度　市の財政状況をお知らせします

民生費
50億 4,000 万円

　33％

総務費
23億 9,000 万円

　16％

労働費　5,000 万円　０％

商工費　２億 7,000 万円　２％ 議会費　１億 7,000 万円　１％

　　消防費　
６億 5,000 万円　４％

災害復旧費　3億円　２％

土木費
８億 3,000 万円

５％

教育費
11億円 7,000 万

８％

農林水産業費
11億円　７％

衛生費
17億 3,000 万円

　11％

義務的経費
50％

その他の
経費
36％

投資的経費
14％公債費

17億 2,000 万円
11％

※金額及び比率は四捨五入し、わかりやすく
　表記してあります。

医療会計等への繰出金 　  17 億 1,000 万円 

物件費       12 億 9,000 万円

一部事務組合（未来館等）　   　　　   10 億円

積立金 　   ７億 4,000 万円

補助費等 　   ６億 7,000 万円

維持補修費 　　　        9,000 万円

出資金・貸付金 　　　        2,000 万円

合　　計       55 億 2,000 万円

普通建設事業費 　    19 億    6,000 万円

災害復旧事業費 　  ２億    7,000 万円

合　　計 　    22 億    3,000 万円

生活支援経費 　 33 億 7,000 万円

人件費 　 25 億 8,000 万円

借金返済 　 17 億 2,000 万円

合　計 　 76 億 7,000 万円

歳出

基準　Ｈ 25.03.31　28,971 人
市民一人あたりのサービス内訳

歳出　154億2,395万円

用語の説明

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費
　　　　　　（生活支援経費）など、支
　　　　　　出しなければならない経費
投資的経費　道路建設などのように、社
　　　　　　会資本の形成に向けられる
　　　　　　経費
公 債 費　これまで借り入れた市債な
　　　　　　どの返済に係る経費（借金
　　　　　　返済）
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伊佐市の財政状況
　平成 24 年度の一般会計決算を、平成 25 年度９月定例議会に提出しました。
　一般会計の決算の規模は、歳入 160 億 7,703 万円、歳出 154 億 2,395 万円となっ
ています。歳入と歳出の差し引き額は、6 億 5,308 万円です。これには、翌年度に
繰り越すべき財源の２億 2,618 万円が含まれていますので、これを除いた実質収支
は、４億 2,690 万円となります。

平成24年度決算
一般会計

　　市    税
30 億 2,000 万円　19％

  地方譲与税
１億 9,000 円　１％

県支出金
12億 9,000 万円

　８％

国庫支出金
17億 8,000 万円

　11％

市    債
12億 1,000 円

　７％

　 地方交付税
65億 4,000 万円　41％

※金額及び比率は四捨五入し、わかりやすく
　表記してあります。

分担金及び負担金
2億 1,000 万円　１％

寄付金　   
5,000 万円　０％

諸収入
4億 2,000 万円　３％

使用料及び手数料
2億 2,000 万円　２％

繰入金　
１億 2,000 万円　１％

財産収入
5,000 万円　０％

繰越金　6億 9,000 万円　４％

自主財源
30％

依存財源
70％

｛

　 交付金等
2億 9,000 万円　２％

歳入

歳入　160億7,703万円

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源
依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源
地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均衡を調
　　　　　　整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む場所によって差のないよう
　　　　　　にするため、地方公共団体の財政状況に応じて交付されるお金で、国から地
　　　　　　方への仕送りと言われている
市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金
国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県から交
　　　　　　付されるお金
実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源
　　　　　　を差し引いたもの
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行政からのお知らせ

　
◆
復
興
特
別
所
得
税
に
関
す
る
お
知

　
ら
せ

　
平
成
23
年
12
月
2
日
に
東
日
本
大

震
災
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
23
年
法

律
第
１
１
７
号
）
が
公
布
さ
れ
、「
復

興
特
別
所
得
税
」
及
び
「
復
興
特
別

法
人
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
分
か
ら

平
成
49
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
及
び
納
付
を
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年

分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と
し
て
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）に
２
・
１
％

の
税
率
を
掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で

す
。
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

年
分
の
所
得
税
額
に
復
興
特
別
所
得

税
の
額
を
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
様
式
は
、
国
税
庁
よ

り
、
平
成
26
年
１
月
に
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp/

）
の

平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

「
個
人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得

税
の
あ
ら
ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
加
治
木
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
26
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
均

　
等
割
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
契
機
と

し
て
、
県
や
市
町
村
が
実
施
す
る
防

災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
臨
時
の
措

置
と
し
て
個
人
住
民
税
均
等
割
の
税

額
に
つ
い
て
特
例
（
注
1
）
を
定
め

ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
を

　
１
、
０
０
０
円
／
年
引
上
げ
ま
す

（
注
1
）
特
例
法
：
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
23
年
12
月
2
日
公
布
）

◎
特
例
措
置
の
期
間

　
平
成
26
年
度
分
か
ら
平
成
35
年
度

分
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

◎
主
な
使
い
道

　
防
災
の
た
め
の
施
策
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
使
い

道
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

 

・
公
立
学
校
耐
震
化
対
策
や
防
災
無

　
線
の
整
備

 

・
橋
な
ど
の
耐
震
化

 

・
地
す
べ
り
対
策

　
　
　
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
２
１
６
１

税
務
課
市
民
税
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
６

現　行

   市民税均等割　3,000 円
   県民税均等割　1,000 円
　   ＋森林環境税　500 円

  　　 計　　　　4,500 円

改正後

   市民税均等割　3,500 円
   県民税均等割　1,500 円
　   ＋森林環境税　500 円

  　　 計　　　　5,500 円

高
齢
者
等
実
態
調
査

　
平
成
26
年
度
の
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
当
た
り
、
高
齢
者
の
実
態
や

意
識
・
意
向
を
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
計
画

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
者

　
①
在
宅
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

　
　
　
　
　
②
一
般
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
③
若
年
者

※
抽
出
調
査
の
た
め
、該
当
者
全
員
が
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
期
間

　
平
成
25
年
12
月
５
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

調
査
員

　
・
地
区
の
担
当
民
生
委
員

　
　
　
　
　
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
市
で
は
高
齢
化
率
が
36
％
を
超
え
て
お
り
、
な
か

で
も
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
の
割
合
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
介
護
の
必
要
な
人
は
一
段
と
増
え

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
の
高
齢
者
福
祉
及
び

介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
を
決
め
る
大
切
な
調
査
で

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係
・
高
齢
者
対
策
係

　
　
　

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
３
１
１

▽
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
等

　
内
線
１
２
２
６
～
１
２
２
８

▽
一
般
高
齢
者
、
若
年
者

　
内
線
１
２
２
４
～
１
２
２
５
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◆
保
険
税
（
料
）
支
払
済
確
認
書
の

　
発
行
に
つ
い
て

　
社
会
保
険
料
控
除
で
使
用
す
る
国

民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・
介
護

保
険
料
（
普
通
徴
収
）・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
支
払

済
額
の
確
認
書
を
12
月
２
日
（
月
）

か
ら
発
行
し
ま
す
。

　
必
要
な
人
は
、
税
務
課
（
大
口
庁

舎
） 

ま
た
は
地
域
総
務
課
市
民
窓
口

係
（
菱
刈
庁
舎
）
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
原
則
、
市
役
所
で
発
行
す

る
支
払
済
確
認
書
は
、
納
付
書
で
の

納
付
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

分
の
み
と
な
り
ま
す
。
年
金
か
ら
差

引
か
れ
る
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
認
書
は
発
行
し
ま
せ

ん
。
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
た
額
を
確
定
申
告
書
に
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

　
両
方
あ
る
人
は
、
市
の
発
行
し
た

確
認
書
と
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に

記
載
さ
れ
た
社
会
保
険
料
の
額
を
合

計
し
た
金
額
を
、
確
定
申
告
書
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

交
付
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書
（
各
窓
口
に
備
え
付
け
て

　
あ
り
ま
す
。）

○
印
鑑
（
認
印
、
代
理
人
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

※
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
は
、
本
人
確

　
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

　
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

　 

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
６

◆
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
障
害
者

　
控
除
に
つ
い
て

　
65
歳
以
上
で
身
体
障

害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
場
合
で

も
、
要
介
護
認
定
者
な

ど
で
、
寝
た
き
り
の
度
合
い
や
認
知

症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
場
合
は
、
市
で
認
定
書
を
交
付
し

ま
す
。
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、
こ

の
認
定
書
を
添
付
し
て
確
定
申
告
や

住
民
税
の
申
告
を
す
る
と
、
所
得
控

除
（
障
害
者
控
除
）
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

認
定
証
交
付
対
象
者

　
伊
佐
市
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
と
市
長
が
認
定
し
た
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
～
６
級
に

　
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

②
療
育
手
帳
の
軽
度
・
中
度
に
準
ず

　
る
障
が
い
が
あ
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
、
２
級
に

　
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

④
療
育
手
帳
等
の
重
度
に
準
ず
る
障

　
が
い
が
あ
る
人

⑤
寝
た
き
り
高
齢
者

※
①
、
②
は
障
害
者
控
除
を
③
～
⑤

　
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

※
①
～
⑤
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の

　
判
定
は
、
介
護
認
定
資
料
・
医
師

　
の
診
断
書
な
ど
を
も
と
に
、
市
の

　
認
定
基
準
表
で
判
定
し
ま
す
の
で
、

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

　
も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
書
は
申
告
時
に
必
ず
提
示
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
で
控
除

　
を
受
け
て
い
る
人
は
認
定
書
を
取

　
得
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
申
請
書
（
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

　
す
。）

 

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
７

　平成 26 年から、かぼちゃの新規栽培を開始し販売する農家
を対象に、初年度のみトンネル被覆資材一式と苗代について、
伊佐市・北さつま農協が予算の範囲内で助成をします。
　一農家あたりの助成対象面積は 10 ａ以上 30 ａ以下としま
す。ほかにも助成要件がありますので、詳細についてはお問い
合わせください。
申込期限　12 月 25 日（水）

問い合わせ先　
農政課農政係（菱刈庁舎２階）　　　    ☎�１３１１○内　２２４７
北さつま農協伊佐総合支所営農センター　　　　☎�２６１１

伊佐市かぼちゃ新規栽培助成事業

市は、かぼちゃの

産地ですが、生産者の高齢

化が進み、栽培農家数が減少傾

向にあります。かぼちゃ栽培開始

の資材・苗購入費用を助成するこ

とで、新規生産者を募り管内の

かぼちゃ生産拡大を目指

します。

　
　　
　　

　か
ぼちゃを作ってみませんか



ISA City Public Relations  2013.12.01　　8

行政からのお知らせ

小学校陸上記録会結果
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　来年 1 月 1 日から運行日と乗車方法
を変更し、より利用しやすくなります。
１．運行日の変更
　全路線を週３日運行していますが、
来年１月１日からは月～土曜日の週６
日の運行になります。
２．乗車場所の変更
　現在の乗車場所は、「のりあいタク
シー停留所」となっていますが、１
月１日からは、「行き便」の乗車のみ、
75 歳以上の人と、停留所まで歩けな
いと認められる人（市に申請必要）は、
自宅近くの公道（※）から乗車できる
ようになります。
※公道…市道や農道など周辺住民が利
　　　　用する道路。
問い合わせ先　地域振興課振興開発係

☎�１３１１○内　１２５７

のりあいタクシー
運行方法変更日　　時　平成 26 年１月３日（金）

　　　　　13 時～（12 時受付開始）
場　　所　伊佐市文化会館大ホール
対　　象　平成５年４月２日から平成６年４月１日生
　　　　　まれの伊佐市内居住者及び市外に転出して
　　　　　いる伊佐市出身者
問い合わせ先　社会教育課社会教育係　☎�１６１３

平成 26 年 伊佐市「成人式」




